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Partial resolution of Morton-Vivaldi’s conjecture

Morton-Vivaldiの予想の部分的解決

数論的力学系分野の未解決問題を解決！

どんな研究
気象などのカオスな振舞は、時間を離散化して近似して調べられます。放物型パラメータは離散化した状況の
カオスを支配している重要な量で、デルタ因子と呼ばれる有理数係数の多項式の解になります。本研究では、
デルタ因子の整数論的な性質に関する最近の進展を紹介します。

どこが凄い
デルタ因子が、特定の変換後に整数係数になるか、因数分解ができるかという整数論的な性質の証明は、自明
な場合を除き未解決でした。本研究では、放物型パラメータと整数論のオイラートーシェント関数との新たな
繋がりを見出すことで、画期的なブレイクスルーを与えました。

めざす未来
カオスな振舞（力学系）と数の性質（整数論）を結ぶ研究分野は数論的力学系と呼ばれ、この20年で急速に発
展してきました。今後も、両分野の手法・知見を双方向的に活用し、力学系に現れる整数論的現象の解明をめ
ざします。
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